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illiam
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at daw
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（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ『
暁

の
死
線
』）
の
軍
隊
版
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
に

鉛
筆
で
記
さ
れ
た
メ
モ
を
紹
介
す
る
。
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／
冒
頭
ダ
ン
ス

ガ
ー
ル
と
泥
棒
青
年
ノ
同
郷
友
愛
マ
デ

ハ
非
常
ニ
面
白
ケ
レ
ド
、
両
人
ガ
殺
人

事
件
ノ
探
偵
ヲ
ハ
ジ
メ
テ
カ
ラ
ハ
普
通

ノ
味
ニ
テ
、
殊
ニ
最
後
ニ
ハ
何
ノ
意
外

性
モ
ナ
ク
ア
ッ
ケ
ナ
シ
。
文
体
ハ
好
マ

シ
。
／
コ
ノ
作
者
ノ
文
章
ニ
ハ
何
カ
シ

ラ
淋
シ
イ
孤
独
ナ
匂
ア
リ
、暗
サ
ア
リ
、

好
マ
シ
。
サ
ス
ペ
ン
ス
ノ
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者
ト
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レ
ル
ダ
ケ
ア
リ
テ
、
ド
ノ
作
モ
サ
ス
ペ

ン
ス
ハ
極
点
也
。
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１
月
下

旬
号
ニ
ヨ
レ
バ
コ
ノ
作
今
映
画
公
開
中

ノ
由
。
映
画
ト
シ
テ
ハ
ナ
マ
ジ
ッ
カ
本

格
ヨ
リ
ハ
コ
ノ
方
面
白
カ
ラ
ン
。

Ｃ
Ｉ
Ｅ
図
書
館
で
コ
ー
ネ
ル
・
ウ
ー
ル
リ

ッ
チ
に
惹
か
れ
た
乱
歩
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

名
義
のPhantom

 Lady

（『
幻
の
女
』）
を

読
む
と
、ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
の
見
返
し
に「
新

し
き
探
偵
小
説
現
は
れ
た
り
。
世
界
十
傑
に

値
す
」
と
書
き
つ
け
、
自
身
で
翻
訳
を
試
み

る
ほ
ど
に
心
酔
し
た
。
し
か
し
乱
歩
は
横
溝

正
史
に
宛
て
た
書
簡
で
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は

ウ
ー
ル
リ
ッ
チ
の
匿
名
に
て
、（
公
然
の
）

小
生
感
心
「
幻
女
」
の
作
家
で
す
が
、
他
の

長
篇
二
つ
と
こ
の
短
篇
集
を
も
読
み
ま
し
た

が
、「
幻
女
」
と
は
見
劣
り
が
し
、
実
力
の

ほ
ど
も
分
つ
て
来
た
の
で
、少
し
幻
滅
で
す
」

と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
フ
ダ
ニ
ッ
ト
随

想
」（『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
一
九
四
六
・
七
）
で

は
「
今
は
少
し
熱
が
さ
め
て
「
十
傑
」
と
い

ふ
ほ
ど
に
は
考
え
て
ゐ
な
い
」
と
、

Phantom
 Lady

の
評
価
さ
え
改
め
た
。

　

D
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n

へ
の
書
き
入
れ
は
乱

歩
の
「
幻
滅
」
の
痕
跡
だ
。
し
か
し
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
の
文
章
に
「
孤
独
ナ
匂
」
と
「
暗
サ
」

を
感
じ
、
そ
れ
を
好
ま
し
い
と
す
る
読
後
感

か
ら
は
、Phantom

 Lady

の
作
者
と
い
う
だ

け
で
な
く
「
サ
ス
ペ
ン
ス
ノ
作
者
」
と
し
て

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
特
性
を
捉
え
な
お
す
姿
が

窺
え
る
。（
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
研
究
員
）
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（上）William Irish. Deadline at dawn（Armed services
editions, c1944）立教大学図書館蔵 表紙

（下）ｐ.3（部分）

江戸川乱歩発横溝正史宛書簡控（部分）
（1946/5/3 記、「発書簡控 昭和 21 年５月 3 日
～ 31日」）寄託資料


